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 北国でも蝉の合唱が響く時期となりました。病院内は空調管理されています
が、家電が高級であった時代を生きてきた方達には、団扇は暑さをしのいでき
た身近な道具ではないでしょうか。籠の草花、風鈴の音色遊び、蚊取り線香や
い草の香りも・・・懐かしさ漂う風情から五感で涼を感じ取り、心はそれらと
暮らした頃に帰郷し、もみじの葉に色を移す手は忙しく夕飯の支度をしている
様に頼もしいご様子が、スタッフの目には何より嬉しく映りました。 
お隣さんが扇いでくれる風からは優しさが届きます。残暑もまだ衰えませんが、
お部屋でもゆっくりと扇ぐ動作は自然に続けられる事と思います。 

 短い北国の夏も過ぎ去り、秋の気配となりました。  
小樽の街 その高台にある南小樽病院リハビリは、
園芸療法に取り組まれて３年目になります。 
 この夏７月のプログラムは、夏の季節を取り入れ
た内容です。団扇作りのテーブルには、野の草花・
風鈴・イ草・蚊取り線香など、昭和の時代を懐かし
んでいただける日用雑貨を取り入れ、患者様とのコ
ミュニケ―ション作りを大切に和やかにスタートし
ていきました。今回は、瀬川リーダーからの報告を
交えてお届けしたいと思います。 

「植物・野菜を使ったスタンプで 
団扇作り」 



 月一回のプログラムは、 
①実施後にも患者様の日常の生活においてリハビリにつなげられる事、②四季の
流れを感じられる内容である事を心がけて立てています。 
 園芸療法士は土作りから命を育み、植物の色や香り、味、感触を楽しめるよう
意味づけされた年間計画を組み、患者様と作業療法士さんがテラスで日常の植物
の世話を通して、クラフトの材料に利用するなど毎月の活動につながっています。
それぞれが共有の見通しや目的を持って取り組んでいることで回を重ねるごとに
達成感を味わい、植物を通じて喜びの輪が生れています。 
 

 『テラス』では、春に植えて頂いた野菜や花を作業療法士さんと患者様がプラ
ンターで毎日世話をされています。 
 日頃プランター管理をされている職員様へ、植物の管理方法や患者様にとって
無理なく安全な園芸作業の方法や、気温体力に合わせた適切な活動時間などのご
提案も、私たち園芸療法士の大切な活動内容の一つです   （文：瀬川 写真：堀） 

 

剪定の仕方について 

患者様にして頂く為の日常の
園芸作業について 

うれし葉だよりのバックナンバーは、ホームページからもご覧いただけます。 
http://www.ureshiha.com/ 


